
簸欝ユ島_汲

昭和38年11月

第111号

��

解説

トピック

講座

海外事情

地学漫筆

金属鉱床探査のあゆみと現況……･木村正･･1

最近のアメリカにおける

ベリリウム鉱床の現況･…肥田昇･･14

空中写真地質講座⑭…･･････…松野久也･･21

やさしい地質学⑤一生命のはじまり一･…;岸本文男一･26

地質調査事業の先覚者たち

炭田･油田開発の貢献者一ライマンｰ…今井功･･29

ペンシルベニア州立大学･……･…･･武司秀夫･･37

環境地学について･･…････････…くらた･のぶお･･43

地学と切手①･･…･………･…堀内恵彦･･36

読者の質問箱･…･･………･…･･地質相談所･･48

編集飽鷲灘蜜砺

鯉鱗鶴麟鰯鰯鑓鱗翻鰯麟鱗鱗蹴燃灘轟鐘鰯鰯鐡灘鱗鰹鯉騒然繍鱗鱗醸綴融鍵鐵鱗燃鐵糊機織搬轄鰯鰯織鰯灘…撒珪鰯灘蟻糠鰍燃鱗璽

1表紙の写真1

発行維氏素社案幾分=韻社一…一一

流理

(宮崎県見立鉱山付近の流紋岩熔岩)

流紋岩の熔岩とか貫入岩とされていたものが実は流紋岩の熔紬凝灰

岩であったという例カ種近各地にあるしかし写真の岩;百は名の

とおりr流紋｣の美しい熔岩で中新世に噴出した祖母山火山岩の一部

であるこの縞模様はマグマの流動したあとを示すもので縞ごと

に結晶の粒度がこと租るのはマグマ中の粘性･揮発性成分の最などの

わずかのちがいによるものだろう熔岩中にとりこまれた砂岩の岩片

(写真面はし)をとリまv･て流線が走る(小)

同本光学万能投彫器一卜字ニコル(約13倍)�




